
■「Pickleball Base Osaka」の特⾧
・立地 駅直結のアクセス抜群、五つ星ホテル敷地内の高級感ある施設デザイン、大阪湾を臨みながらプレーできる
・設備 西日本最大級を誇るピックルボール専用の国際基準コート6面、プロ仕様の照明を完備
・サービス ドリンクバー・更衣室完備

＜ 取材に関するお問い合わせ ＞ 開業前には施設内でピックルボールの体験会を開催する予定です
「Pickleball Base Osaka」広報事務局 担当:岡本 TEL:06-4708-3766 EMAIL:pr@raple.co.jp
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ピックルボール/堺/大阪

堺に大阪初のピックルボール専用施設が4月1日オープン!
西日本最大級６面完備「Pickleball Base Osaka」
2032年五輪採用目指す進化系ラケットスポーツ、世界中で競技人口が急増

ファンダメンタルジャパン株式会社（本社:大阪市住之江区、代表取締役:田頭 健斗）は、大阪・堺駅直結の「ホ
テル アゴーラ リージェンシー 大阪堺」（大阪府堺市堺区戎島町4丁45-1）6階に「Pickleball Base Osaka（ピッ
クルボール ベース オオサカ）」を2026年4月1日（水）にオープンします。大阪初（※1）のピックルボール専門施設で、
西日本最大級となる国際基準コート6面を完備しています。この施設を契機に、アメリカや中国など世界中で競技人口
が急増している進化系ラケットスポーツであるピックルボールの魅力を大阪や関西に発信します。
現在、共に関西でピックルボール文化を創り出していただけるネーミングライツパートナーを募集しています。施設やコートに、
企業名や商品名などを冠した愛称を付けていただくことができます。 ※1 当社調べ

Osaka Pickleball Base イメージ画像

◆ 本件のポイント ◆

■ 「ピックルボール」とは
テニスと卓球、バドミントンの要素を融合した進化系ラケットスポーツです。バドミン
トンと同じ大きさのコートで、「パドル」と呼ばれるラケットと穴の空いたプラスティック
製の通気ボールを打ち合います。1965年にアメリカで始まり、2021年に現在の
形に確立しました。アメリカでは、2022年に800万人だった競技人口が、2025
年に約2.5倍の1900万人に急増（※2）。日本でも東京を中心に専門施設
がオープンするなど注目度が上がっています。コートが小さく、軽いパドルと穴が空
いてスピードが出ないボールを使用するため、初心者でも簡単にラリーができます。
年齢や性別、運動経験に関係なく楽しめるスポーツです。2032年にオーストラリ
ア・ブリスベンで開催される夏季オリンピックの競技採用を目指しています。
※2 出典:SFIA「2024 State of Pickleball」、USA Pickleball等の公開資料

①大阪初のピックルボール専門施設
→西日本最大級を誇る国際基準コート6面完備

ピックルボールのパドルとボール

地域にお住まいの方や観光客など幅広い層に、ラグジュアリーかつプライベートな空間でピックルボールをプレイしていただけ
ます。初心者から競技志向のプレーヤーまでを対象としたレッスンプログラムを展開するほか、将来のプロ選手を目指す
ジュニアアカデミーを運営。既存のテニスコートに線を引くだけではなく、ネットや床面（サーフェス）など全てピックルボール
専用となる国際基準コート6面を新設します。さらに、学生大会・国内大会・国際大会を積極的に誘致していきます。
五つ星ホテル内に誕生する新たなスポーツ拠点としてホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺と共に、地域・観光・スポーツ
をつなぐ共創により地域活性化を目指します。

②世界中で競技人口が急増中の進化系ラケットスポーツ
→テニス・卓球・バトミントンの要素を融合、初心者も簡単にプレー

③発起人はプロテニスプレーヤーの田頭健斗
→ピックルボールの将来性に魅力、日本でも成⾧の見込み



■施設概要
施設名 :Pickleball Base Osaka（ピックルボール ベース オオサカ）
開業日 :2026年4月1日（水）
所在地 :大阪府堺市堺区戎島町4丁45-1 ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺6階
営業時間 :8:00～22:00
施設 :ピックルボールコート（屋外6面）、更衣室、カフェ（今夏以降オープン予定）
定休日 :なし
HP :https://pickleball-base.jp/

■会社概要
社名 :ファンダメンタルジャパン株式会社
設立 :2025年9月
所在地 :大阪府大阪市住之江区北加賀屋5-5-28
代表取締役:田頭 健斗
業務内容 :ピックルボールコートの設置運用、ピックルボールのレッスン、ピックルボールのプロ養成

是非、貴社媒体での掲載のご検討をお願い申し上げます。ご不明な点がございましたらお気軽にお尋ねください。

■ファンダメンタルジャパン株式会社 代表取締役 田頭 健斗コメント
プロとしてテニスの最前線で戦ってきましたが、ピックルボールの持つ即効性に衝
撃を受けました。テニスは技術習得のハードルが高く、初対面同士がラリーを成
立させるには時間がかかります。しかしピックルボールは、パドルを握ったその日か
ら、レベルや経験に関係なくゲームができ、自然とコミュニケーションが生まれます。
練習期間を飛び越えて、「いきなり人と人が繋がれる」という競技性にこれまでの
テニス人生で培った情熱と経験を注ぐことを決めました。そして、この新しい文化
をここ大阪から発信し、広めていけたらと考えています。

代表取締役 田頭 健斗
【プロフィール】
1993年グアテマラ出身。大学在学中にプロ転向（地主株式会社所属）。近畿大学テニス部ヘッドコーチとして関西
学生リーグ3連覇を達成し、全日本優勝選手を輩出。日本リーグ「チーム村田精工」では選手兼監督として全日本実
業団優勝に貢献。2024年にはデビスカップ・グアテマラ代表としてチーム唯一の3勝を挙げ、最優秀選手に選出。現在
は英ウィメンズクリニック所属プロとして活動し、2025年より近畿大学公式テニス部副監督兼ヘッドコーチを務める。

■ネーミングライツ募集について

コートネーミングライツ（各コート）施設・アカデミー統合ネーミングライツ契約種類

6社（3社は契約済み）1社募集数

月額15万円（税別・年間契約）年額540万円（税別・月払い可）金額

①コートの命名権①施設名称の命名権内容

●●（社名・商品名）コートとして呼称されます●●（社名・商品名） Pickleball Base Osaka

②コート内のノンボレーゾーン（※3）にロゴを掲出②育成アカデミーの命名権

※3 プレー中は足を踏み入れないネット際のゾーン●●（社名・商品名） Pickleball Base Academy

③個人会員権8名分（144万円相当）③大会冠スポンサー権

社員の福利厚生・接待利用●●（社名・商品名）カップの開催（年2回）

④公式HP・SNS露出④看板掲出、公式HP・SNS露出

企業名とコート名を掲出入口・館内サイン・案内表示

⑤施設優先利用権公式HP・リリース・地図表記

月2回の無料貸切（平日4時間または土日祝3時間）⑤個人会員権10名分（180万円相当）

⑥用具サポ－ト社員の福利厚生・接待利用

パドル・ボールを無料貸出⑥施設優先利用権

年間2日・全コート貸切可能

＜ 取材に関するお問い合わせ ＞ 開業前には施設内でピックルボールの体験会を開催する予定です
「Pickleball Base Osaka」広報事務局 担当:岡本 TEL:06-4708-3766 EMAIL:pr@raple.co.jp


